
水道用HI-VPパイプ 品番6001

水道用VPパイプ
〈日本産業規格 JIS K6742：2016〉

一般用HI-VPパイプ 品番6001 〈日本産業規格JIS K 6741：2016〉

一般用VPパイプ 品番1001 〈日本産業規格JIS K 6741：2016〉

〈日本産業規格 JIS K6742：2016〉品番1001

表中記号
JIS K 6741 ：日本産業規格JIS K 6741品
JIS K 6742 ：日本産業規格JIS K 6742品

表中記号
JIS K 6743 ：日本産業規格JIS K 6743品
        AS21：日本水道協会承認の塩化ビニル管・継手協会規格品
 ㋱：メーカー規格品

Ⅰ. 給水・圧送管用ビニルパイプ・継手

1. パイプ

単位：mm
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備考 1.最大・最小外径の許容差とは、任意断面における外径の測定値の最大値及び最小値（最大・最小外径）と、基準寸法との差をいいます。
 2.平均外径の許容差とは、任意の断面における円周の測定値を円周率3.142で除いた値、又は同一円周上における等間隔な2か所の外径の測定値の平均値（平均外径）と、
 基準寸法との差をいいます。
 3.厚さは、管の全周任意の箇所に適用されます。
 4.上記以外の長さの製品については別途お問い合わせください。
 5.参考に示した質量は、管の寸法を基準寸法とし、管に使用する材料の密度をVPは1.43g/cm3、HIVPは1.40g/cm3として計算したものです。

呼び径
外径D 厚さt

基準寸法基準寸法 最大・最小
外径許容差

平均外径
許容差

近似内径
（参考）

長さ
許容差

参考質量
VP

g/m kg/本 g/m kg/本
HI・VP 規格

L
＋30
－10

一般用HI-VPパイプと一般用VPパイプは給水管などの飲料水を流す配管には使用できません。

2. ＴS継手
接合部共通寸法

A形（呼び径150以下）（射出成形品） B形（呼び径13～300）（二次加工品）

（呼び径13～50） （呼び径65～150） （呼び径13～50及び200以上） （呼び径65～150）

d（最小）I/TD、DTの許容差DTDd1の許容差d1

単位：mm
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HI管・継手の接着接合には専用接着剤「タフダインHI」（P.105参照）をご使用ください。

備考　呼び径13～30については、水道用VPパイプをお使いください。

備考　上記より小口径のものは、水道用HI-VPパイプをご参照ください。
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TS接合の原理

ゼロポイントとは

TS接合の方法は

TS接合は、継手の受口をテーパにして接着剤による塩ビ膨潤と塩ビの弾力性を利用したものです。接着剤は少なめに使
用し、管と継手にむらなくまんべんに塗布することが必要です。接着剤を管と継手に塗れば、その表面には下図に示すよう
に厚さ約0.1mmの膨潤層ができ、この層により管は流動的に挿し込まれます。挿し込み後、管と継手の各膨潤層がから
み合い接合面を一体化させ、接着剤の乾燥とともに接着強度が高まります。

接着剤を塗布せずにTS受口に管を挿入し、TS受口内
面に挿し口管端が当たって止まる位置（管外径と受け口
内径の寸法が一致する点）を「ゼロポイント」といいます。
ゼロポイントの位置は、管と継手の寸法許容差から組み
合せにより多少異なります。
ゼロポイントの位置が1/3ℓ～ 2/3ℓになる管と継手の
組み合せが標準になります。

TS接合の際はパイプ挿し口先端コーナー部に以下の概
要図の通り面取りを施す必要があります。その他、接合
方法の詳細はP.107をご参照ください。

面取り

接着剤による膨潤層（約0.1mm）

ゼロポイント
TS継手

パイプ
（管外径と継手内面が一致する点）

ストッパー

ゼロポイント
位置
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備考 1. D、DTの許容差のプラス側は制限なしとします。
 2. B形の厚さｔの値は加工してない部分の厚さを示します。
 3. 　の許容差は、呼び径150以下は　　　mm、呼び径200以上は　　　mmとします。＋4
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